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  月   日       

  年   組   番  名前             

 
第１節 物質の構成                       ▶教科書関連ページ ｐ.18 
B 物質の分離・精製法 
・【1  分離  】：混合物から成分物質を取り出す操作。 
・【2  精製  】：不純物を取り除いて，より純粋（高純度）な物質を得る操作。 
 
≪ろ過≫ 
・【3  ろ過  】：固体と液体の混合物から，ろ紙などを用 

いて固体を分離する操作。 
（例）砂の混じった海水を【3  ろ過  】 

するとき，【4 砂 】はろ紙を通る 
ことができない。 

 
≪再結晶≫ 
・【5  再結晶  】：少量の不純物を含む物質を溶媒（水など）に溶かし，温度などによる 
【6   溶解度の変化   】を利用して，純粋な結晶として析出させる操作。 
（例）硫酸銅（II）五水和物が少量含まれた硝酸カリウム 

1. 混合物を【7 温水  】に溶かす。 
2. 冷却すると，溶けきれなくなった【8   硝酸カリウム    】が析出する。 
（【9    硫酸銅（II）五水和物     】は溶けている量が【10  少ない  】ため

析出しない。） 
 
 
 
 
 
 
✓Check 
【11  溶質  】：水などの溶媒に溶けている物質 
【12  溶媒  】：水など，溶質を溶かす液体 
【13  溶液  】溶液：溶質が溶媒に溶けた液体 
【14 水溶液  】水溶液：溶媒が水である溶液 
【15 溶解度  】溶解度：溶媒 100 g に溶ける溶質の最大質量〔 g 〕 
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≪蒸留と分留≫ 
・【16  蒸留  】：沸点の違いを利用して，液体を含む混合物を加熱して沸騰させ，生じた蒸

気を冷却して液体として分離する操作。 
（例）塩化ナトリウム水溶液 

1. 塩化ナトリウム水溶液を加熱すると，【17 水 】のみが蒸発する。 
2. 生じた水蒸気を【18   リービッヒ冷却器   】で冷却すると【19 水 】が得られる。 
3. 【20   塩化ナトリウム    】は水溶液中に残る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
➊枝に出ていく蒸気の温度をはかるため， 温度計の球部は枝の位置に合わせる。  
❷沸騰した液が枝のほうに流れ出ないように，液量をフラスコの半分以下にする。  
❸突沸を防ぐために，沸騰石を入れる。  
❹冷却水は，【24 下 】から入れて【25 上 】から出す。  
❺密閉状態で蒸気が発生すると,高圧になり危険であるため，ゴム栓などで密閉しない 
 
Viewpoint 
図でリービッヒ冷却器に冷却水を上から流さないのはなぜか。 
【26上から流すと，リービッヒ冷却管の上部に水が溜まらず，冷却効率が悪くなるため。 

 】 
 
・【27 分留 】（分別蒸留）：沸点の異なる２種類以上の液体を含む混合物を【28 蒸留  】に

よって分離する操作。 
 
[参考]原油の分留 

原油は製油所の精留塔で分留によって各成分に分けられる。加熱された原油は蒸気となり，

精留塔内部を上昇する。 
 塔の内部には数十段のトレーがあり，上部ほど温度が低い。沸点の高い物質は塔の下部で，

沸点の低い物質は上部で，液体となってそれぞれのトレーに分離される。 

【22   リービッヒ冷却器    】 

【23  アダプター  】 

【21枝付きフラスコ】 

沸騰石 

冷却水入口 

 

冷却水出口 

 
温度計 

 
液体を含む混合物 

 

受け器 

 

 

内容解説資料



 
 

沸点     ～ 30 ℃ …【29 石油ガス       】 
30  ℃ ～ 180 ℃ …【30 ナフサ（粗製ガソリン）】 
180 ℃ ～ 250 ℃ …【31 灯油         】 

    250 ℃ ～ 320 ℃ …【32 軽油         】 
    320 ℃ ～       …【33 残油         】 

※【33 残油 】には【34 重油  】や  
【35   アスファルト     】がある。  

 
≪昇華法≫ 
・【36 昇華  】法：【37 昇華 】しやす 

い物質を分離する操作。 
（例）ヨウ素と砂粒の混合物 

1. 混合物の入ったビーカーの上に 
【38 冷水  】の入ったフラスコを置く。 

2. ビーカーの混合物を加熱すると， 
【39  ヨウ素   】が【40 昇華 】する。 

3. 気体の【41 ヨウ素  】は【42 冷水 】 
で冷却され，フラスコの底に【43 ヨウ素  】の結晶が析出する。 

 
≪抽出≫ 
・【44 抽出  】：物質の溶媒への【45  溶けやすさ   】の違いを利用して分離する操作。 
（例）ヨウ素とヨウ化カリウムの混合水溶液 

1. 混合水溶液と【46  ヘキサン   】を【47  分液ろうと  】に入れる。 
2.【48  分液ろうと  】をよく振ると【49  ヨウ素   】がヘキサンに溶ける。 
3. 混合水溶液は【50 水 】層が下に，【51  ヘキサン   】層が上に分かれる。 
4. 【52 活栓  】を開いて【53 水 】層のみを取り出すと，【54  ヘキサン   】層が 
【55  分離  】する。 
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Viewpoint 
抽出終了後，上層にあるヘキサンを分液ろうとの下からではなく上から流し出すのはなぜか。 
【56      下層を取り出したときに残った，下層の液体が混じてしまうから。 

      】 
 
≪クロマトグラフィー≫ 
・【57    クロマトグラフィー       】：物質の【58  吸着力  】の違いを利用

して物質を分離する操作。 
・【59      ペーパークロマトグラフィー      】：ろ紙への【60  吸着力  】

の違いを利用して物質を分離する操作。 
（例）水性ペンのインク（複数の【61 色素  】の混合物）の分離 
 
 
 
 
 
 
 
[参考]その他のクロマトグラフィー 
・【62    カラムクロマトグラフィー       】:ろ紙ではなく，シリカゲルなどの吸 

着剤がつまったガラス管（カラム）を用いたクロマトグラフィー 
 
・【63    ガスクロマトグラフィー       】：溶液ではなく，混合気体を吸着材の中 

を移動させて分離するクロマトグラフィー 
 

分離・精製法 原理 

ろ過 ろ紙の目と固体の粒子の大きさの違い 

再結晶 温度などによる溶解度の変化 

蒸留・分留 沸点の違い 

昇華法 昇華性の有無 

抽出 溶媒に対する溶解度の違い 

クロマトグラフィー ろ紙などへの吸着力の違い 
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Viewpoint 
食塩と防虫剤に用いるナフタレンの混合物を分離する方法を説明せよ。 
【64混合物を穏やかに温めると，ナフタレンのみが昇華して気体となる。その気体を冷水の 
入った容器などに触れさせて冷却させ，ナフタレンを結晶として取り出すことができる。】 
 
 
[問 2] 次の混合物から ( ）内の物質を分離するのに適した操作名を答えよ。 
⑴ 食塩水 （水）    
⑵   ヨウ素とガラス片の混合物 （ヨウ素） 
⑶ 液体空気 （酸素） 
⑷  砂の混じった水 （砂） 
 
(1)【65       蒸留         】   (2) 【66     昇華法         】 
(3)【67      分留         】   (4)【68      ろ過         】 
 
 
 
〇第１節 この説の振り返り 
純物質と混合物の性質の違いを確認しよう。 
 
 
 
 
 
砂糖水から純粋な水を得るには，どんな操作を行えばよいか，学んだことから説明してみよう。 
 

69純物質では融点や沸点，密度などが物質ごとに⼀定となるが，混合物では，混じってい
る物質の種類や割合により，これらの値が変化する。 

70蒸留を⾏う。砂糖⽔を加熱すると，⽔のみが蒸発して⽔蒸気になる。⽣じた⽔蒸気を集
めて冷却すると，純粋な⽔を得ることができる。 
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